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　本書は２０２２年を起点とした、主にＢＥＶ用のリチウムイオン電池の生産拡大を、電池材料とプロセスの変化から見た内容である。グローバルな生産拡大に関しては、前
著「ｘ/ｚＥＶ用電池の拡大（目標、現状とグローバルな態勢）」において取り上げた。
　上記に関する調査や整理の過程で、特に気が付いた事は、１．主役である正極材の棲み分けが変わって来た、２．負極材もリチウムメタルやシリコン系、あるいはチタン
系（ＬＴＯ、ＮＴＯ）など、汎用材では不可能な、新たな特性、比容量や比出力を求めて拡大している、３．電解液やセパレーターなど、一見して変化は見られないが、ＢＥＶ
に特化した進化が含まれている。
　更にはサプライ・チェーンの制約から、バインダーはＰＶＤＦ／ＮＭＰ溶剤から水系ラテックスへ移行し、同時に乾式プロセスによる、合理化された電極板製造への模索が
始まった。これらはリチウムイオン電池３０数年の歴史の中で、懸案であった事項が、電解液系から固体電解質系へのパラダイム・シフトと相まった流れである。
　全固体セルへの流れの一部は、電解質の交代と同時に、セルの構造を単極子から双極子(バイポーラー）へと発展させている。双極子はニッケル水素や鉛蓄電池では
、むしろ古典的な技術である。新たなリチウムイオンでの、固体双極子セルは、新たな可能性を秘めていると言えよう。
　本書で以上の内容を取り上げたが、最先端の内容だけに、技術情報の開示や、特許情報も極めて少ない。現時点で敢えて本のテーマとした、内容の不備はご了解の上
で見て頂きたい。　（菅原秀一）

第１章　リチウムイオン電池の概要（製造工程と原材料・部材）
１.１　リチウムイオン電池の基本構成と電気化学
１.２　電池の充放電特性、エネルギーとパワー
１.３　製造プロセスと原材料、部材 -
第２章　正極材の選択（１） ハイニッケル＆コバルト系
２.１　正極材メーカーの動向、２０２１－２０２
２.２　ＮＭＣｘｙｚの特性と比較
２.３　ＮＭＣｘｙｚ三元系、選択の基礎理論と数量
第３章　正極材の選択（２）、ＬＦＰなどコバルトフリー系
３.１　正極材の新規計画一覧とＬＦＰの基本特性
３.２　ＬＦＰ正極材の基礎特性 
３.３　ＬＦＰ正極電池の事例と傾向
３.４　新規ＬＦＭＰ正極材の特性
第４章　負極材の選択（１）　新・炭素系とリチウム・メタル
４.１　（炭素／リチウム）負極の基本特性
４.２　等方性の炭素負極材
４.３　リチウム・メタル負極
４.４　リチウム合金系負極
第５章　負極材の選択（２） ＬＴＯとＮＴＯ系
５.１　ＬＴＯ負極セルの特徴と材料サプライ
５.２　ＮＴＯ負極セル
第６章　電解液と電解質（種類と特性）
６.１　汎用電解液系
６.２　汎用有機電解液のイオン伝導度、温度変化
６.３　新規な電解質の特性と応用
第７章　セパレータ、民生用と電動車用 
７.１　セパレータの現状と増設計画
７.２　電動車用セパレータ
７.３　（資料）セパレータの種類と製法
第８章　電極バインダー（有機系／水系の選択と乾式工程）
８.１　バインダー全体の開発動向
８.２　ＰＶＤＦバインダーとＮＭＰのサプライ
８.３　電極板製造とドライプロセスへの取り組

８.４　ドライプロセスの特許と各社の方法の紹介
第９章　集電箔と外装型式（円筒、角槽と平板）
９.１　集電箔の電気化学と選定
９.２　電池の外装型式（円筒、角槽と平板）
９.３　電池の外観図（円筒、角槽と平板）
第１０章　電池の特性（比容量と比出力）
１０.１　エネルギー特性とパワー特性
１０.２　電解液系セルの比容量（正極材レベル）
１０.３　単電池の比容量と搭載システムの重量
第１１章　全固体リチウムイオン電池の実用化
１１.１　液体電解質から固体電解質へ
１１.２　硫化物系と酸化物系（参入企業と動向）

１１.３　ＥＶ用途の全固体電池（高温域の可能性）
１１.４　全固体電池への期待とロードマップ 
１１.５　（参考） ＥＶにおける電池の発熱と冷却
第１２章　双極子（バイポーラー）電池
１２.１　電極構造と電極端子
１２.２　電極板の塗工方式（両面か片面
１２.３　セルの接続（直列と並列）
１２.４　全固体電池と半固体電池との関連
１２.５　双極子セルの製造方法
第１３章（終章） まとめ
１３.１　蓄電デバイスの課題
成書と参考資料一覧

調査・執筆　菅原秀一


